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『登山部指導と登山競技』
（第52回広島県高等学校運動部活動研究大会（平成26年11月21日（金）みよし公園カルチャーセンター）発表レポート）

登山専門部　安芸高校　西部伸也

１　登山競技とは
　根本的な問題として，「登山は競技なのか」という疑問がある。登山が体育的な活動であり，軽重はあるものの相当の体力を要する活動であることには疑問はない。したがって登山部・山岳部・ワンダーフォーゲル部・等（以下，登山部で代表）が運動部・体育系クラブに属し，登山専門部が高等学校体育連盟に所属するのも不思議ではない。ところが登山は他のスポーツとは異なり，相手との勝敗を競う競技として始まった活動ではない。もちろん登山の歴史においては，未踏峰の初登頂を競ったということはあるし，時期も含めてより困難なルートの登攀に成功することで，優れた登山者としての名誉を得ようとしたことはよくあった。しかしながらそれらの活動は冒険家とも言える一部の先鋭的な登山者に限られた話で，一般の登山者は，より困難な登山への挑戦という意識はある程度普遍的ではあるにしても，他者と競うことを念頭に登山活動をするということはあまりない。さらに，スポーツが競技となるためには一定のルールが整備され，異なった場所・時においても同様な活動を行いうるゲーム・試合とならなければならないであろうが，登山においては長らくそのようなルールの制定・標準化というものはなかった。
２　国体山岳競技における登山競技

　ところが登山が国民の間で広く普及している体育活動であることから，国民体育大会（以下，国体）にも取り入れられ，学校においてはクラブ活動としての指導も行われるようになると，事情が変わってきた。国体は様々な競技の都道府県対抗であるから，登山も「山岳競技」として競技化されることになった。現在は国体の山岳競技はクライミング（リードとボルダリングの2種目）の競技であるが，以前は普通の登山活動に近いものが競技化され，成年にあっては縦走・踏査・登攀の3種目，少年にあっては縦走・踏査の2種目で競われた。縦走は一定の重量のザックを背負い，通常山麓から山頂までといったような登りの標高差のあるコースの所要時間を競う競技，踏査は縦走よりは軽い重量のザックを担ぎ，アップダウンのある山間の一周コース中に設定されたポイントの場所を地図上で正確に記入し，なおかつ所要時間も競う競技，登攀は一定の高さの岩壁（最初は自然壁，後には人工壁）を登る所要時間を競う競技であった。いずれも団体競技で，3人あるいは2人のチームで競われた。初期の頃には縦走種目における装備・記録書・天気図，踏査競技における読図テスト問題といったようなスポーツ競技には似つかわしくないものも含まれていたが，だんだんと純化されたスポーツ競技になっていった。しかし国体のスリム化が求められる中で，コースの設定・整備や役員の配置に負担のかかる踏査・縦走が廃止され，現在は人工壁での到達ポイント（所要時間ではなく）を競うクライミング競技のみが残っている。
３　インターハイ登山大会における登山競技
　一方，学校体育のクラブ活動では，登山部も各都道府県で高等学校体育連盟の一専門部として組織されるようになり，各校の登山部が集う大会が運営されるようになった。登山の大会は最初は単に各校が集まって合同で普通の登山を行うものであったが，学校のクラブ活動として生徒たちを指導する目標ともなるべく，より熟達した登山ができるパーティーを表彰しようという機運が生まれたものと思われる。そうした中で，全国高校総体（インターハイ）の登山大会でも，最初は男女合わせて10数校ほどの優秀校を順位をつけずに表彰（昭和42年の第11回大会より），後には1位・2位・3位…と順位をつけて表彰するということが行われるようになった（平成6年の第38回大会より）。それではインターハイの登山大会ではどのような観点で競技が行われるのか。インターハイ登山大会は国体山岳競技とは異なり，学校のクラブ活動の中で登山を指導しているのだということが大いに意識されている。登山部の活動は，安全に留意しながら，いかに充実した登山活動が行えるかということが第一義であって，競技に勝つことが第一義ではない。もちろん充実した登山活動を行っていれば競技においても優秀な成績を収める可能性は高く，競技において優秀な成績を収めることができれば，充実した登山活動を行う素地が大いにあるといった相関はある。インターハイの登山大会では，かつての国体山岳競技のように，登山活動の中の一部を抽出して競技化するのではなく，日頃の登山活動の充実と競技での優秀な成績との相関が高められることを意図して競技化が図られていると言ってよい。高体連登山専門部の中では「安全登山の推進」ということがよく口にされるが，これは「充実した登山活動の推進」と言い換えてもよいだろう。より充実した登山を求めてより高度な登山に挑戦する中でこそ安全ということに価値があるのであって，平易な登山の中で安全といってもあまり意味がない。したがって全国登山大会における『審査基準』・審査細則は，登山の基礎を身につけることはもちろん，充実した登山活動の推進を念頭に制定されていると考えてよかろう。登山の審査は100点満点方式で，体力30点・歩行技術10点・装備所持10点・設営技術10点・炊事技術5点・天気図作成5点・気象知識テスト2点・読図4点・自然観察（山域概要・登山用語・地形図知識）テスト4点・救急法テスト2点・医薬品所持3点・計画書作成6点・記録書記入4点・マナー5点の配分となっている。スポーツ活動であるから体力点の比重は高くなっているが，それだけではなく，登山に関連する技術や知識，登山に必要な装備・医薬品の適正な所持，なども審査対象となっている。（ただしこの審査基準は，インターハイ登山大会の経費削減と（国体と同様の）競技性の向上が全国高体連より求められる中で，インターハイ登山大会に従来の隊行動や班行動と異なるチーム行動が大幅に取り入れられることとなり，審査基準・配点の変更も現在検討されているところである。）

４　競技のみには収斂されない高校登山部活動

このようにして，元々競技とは異質のものであった登山が，学校体育のクラブ活動としての指導の過程で競技化されるようになったのであるが，それでは学校体育においては登山がすっかり競技に移行してしまったかというと，それは否である。このことは各校の登山部が各都道府県の高体連登山専門部に加盟しているかどうか，また各校の登山部員が競技をする際に必要な日本山岳協会への選手登録を行っているかどうかに見ることができる。広島県の場合は各校の登山部の高体連への加盟率は比較的高い方であるが，それでも10年ほど前の五日市高校や本年度の安芸府中高校などのように，登山部として一定の活動を行いながら高体連には加盟しない学校が皆無ではない。さらに，東京都や神奈川県など大都市圏の都道府県にあってはかなりの数の学校が登山部はありながら高体連には加盟していないと聞く。また，加盟校の各部員の選手登録率についていえば，広島県の場合は227人の登録で，登録率は92％であるが，例えば加盟校数が広島県の3倍ないし2倍近くあり，部員数も広島県よりかなり多いと思われる埼玉県や群馬県の登録数はそれぞれ25人，20人と少なく，登録率はかなり低いと思われる。これらのことは登山の活動が決して競技のみには収斂されないことを示している。選手登録をしない部員，高体連に加盟しない学校にあってはもちろん，登録部員や加盟校の間でも，競技に出場して良い成績を収めることにはあまり主眼を置かず，通常の登山活動に目的を置く傾向があったりするのは否めない。他のスポーツ競技であれば合宿や遠征は大会で好成績を収めるための手段であろうが，登山の場合は，たとえば夏の日本アルプス登山のように，合宿・遠征それ自体が目的となっている。登山にはまた，様々なジャンルがあり，岩登り，沢登り，雪山，さらにはバックカントリースキーという分野もある。これらの登山形態は高校生としては一歩進んだ登山であり，ある程度の危険性も増すため，これらの登山形態で競技が行われるということは通常ない。高校生がそれらの登山形態を実践するときは，それらの登山自体が目的となっている。それらの登山で得られる充実感・満足感が最終目的である。高校生としてどれだけ困難な登山ができるかという観点で他校と競う面が全くないわけではないが，敢えて競い闘うというなら，むしろそれは厳しい姿も見せる自然の世界との闘い，困難に負けそうになる自分自身との闘いということになろう。
５　登山競技と登山部活動との関係　――　私の見解
以上のように，登山を単純に競技とみなすことはできず，日頃のクラブ活動の中で競技に対してどのような姿勢で取り組むか，クラブ顧問として考えさせられるところではある。先に述べたように高体連への加盟・非加盟，選手の登録・非登録に見られるように，顧問や部員の考えは様々であり，一律とはいかないのではあるが，私個人は次のような姿勢で競技に臨んでいる。すなわち，先にも述べたことだが，登山の基礎の習得や充実した登山活動の推進が大会で好成績を収めることと相関しているという視点を根本におき，さらには学校のクラブ活動の在り方として，より見えやすい形で部員や学校に対してクラブ活動の成果を示すという観点も入れつつ競技に取り組んでいるということになろうか。かつての国体山岳競技（縦走・踏査）や現在のインターハイ登山大会は日本に固有な特殊ともいえる競技かもしれないが，日本国内では公に認められた競技であり，長い歴史も持っている。そのような大会で好成績を収めることは栄誉なことであり，何よりも好成績を収めた選手たちが見せる笑顔は素晴らしい。かつて私が長らく国体山岳競技に関わった（昭和61年の山梨国体で強化スタッフに加わって以来，監督としての本大会出場は平成12年の富山国体が最後だが，その後も少年種別に踏査に代わってクライミング（リード）種目が導入されて5年目になる平成18年までの21年間，少年男子または女子の強化スタッフを務めた）のも昭和60年の鳥取国体での広島県少年男子優勝の祝賀会の席上で選手たちのこの上ない笑顔を見たことがきっかけだった。ぜひ我が校（当時は安西高校勤務）のワンダーフォーゲル部からもあのような選手を出したいと。（そのことは実現し，藪訓くんと中本孝くんの2名の選手が安西高校からは輩出し，藪君が昭和61年山梨国体3位，中本君が平成2年福岡国体優勝・平成3年石川国体4位という輝かしい成績を収めてくれた。）
６　私の登山部指導歴　――　登山競技に焦点を当てて

（１）安西高校時代（昭和58～平成2年度）
インターハイや中国大会につながる高体連の大会では，私が勤務してきた学校の競技力は様々であった。最初に赴任した安西高校では，できたばかりのワンダーフォーゲル部には多くの部員が在籍し，当時県内男子の強豪校であった広島学院（当時，修道高校はそれほどの強豪校ではなかった）を秋の県大会で破って優勝したこともあった（昭和60年）し，また昭和61年には女子が，優勝候補の庄原格致高校の選手のアクシデントによるところもあったとはいえ，1位になりインターハイ（山口大会）に出場もした。ただその後は，やや活動が低迷し，高体連大会で好成績を残すことはできなかったが，上記のように，国体で活躍する選手が出てくれた。
（２）宮島工業高校時代（平成3～6年度）

次の勤務校である宮島工業高校全日制では，実質休部となっていた登山部の再建から始まった。なんとか部員を勧誘し，登山活動をし，高体連大会にも参加したが，大会での好成績は望めなかった。ただ最後の年に2人の部員を引率し，広島県高体連登山部夏山合同合宿（北アルプス穂高連峰）に参加できたことは嬉しいことであった。
（３）佐伯高校時代（平成7～12年度）

次の佐伯高校は，平成8年のひろしま国体の山岳競技会場が元佐伯町・吉和村・湯来町であったため，その強化のための異動であったようだ（私の異動の2年前からは，少年男子の監督を務めていた田中勲先生も勤務していた）が，ここでも登山部員の育成には苦労し，陸上部員をなんとか登山競技にも出場させていたものだったが，全国で通用するような選手はなかなか育たなかったし，県選抜チームの強化担当として自校のクラブを省みる余裕はあまりなかった。ひろしま国体が終わるとクラブ指導も気軽にできるようになり，陸上部ながら部員たちを登山の合宿や大会に積極的に引率した。そうした中で最後の年に岩田知真くんが国体の広島県少年男子の選手となり，中国ブロック予選を勝ち抜いて富山国体に出場してくれたのは嬉しいことだった（成績の方は惜しくも9位）。高体連の大会でも一定の成果を残した。これも最後の年，秋の県大会は地元佐伯町の勝成山での開催ということもあって選手たちも発奮し，なんと強豪校の修道・広島学院に次ぐ第3位（得点86.8）という成績を収めた。これにはおそらく他校も驚いたことだろう。登山部活動を始めてあまり年数も立たない田舎の小さな学校が，観音高校や広大付属高校などの伝統校を破って県の3位に入ったのであるから。顧問であった私自身も驚いたものだ。事情があって本選となる中国大会（山口県秋吉台）には出場できなかったのだが，忘れえぬ思い出である。
（４）高陽高校時代（平成13～18年度）

次の高陽高校への異動は登山専門部の前委員長の綿井先生の退職に伴い，うまく異動をさせてもらった。異動と同時に私が新委員長になり，現勤務校である安芸高校に転勤するまでの間委員長を務めたのであるが，高陽高校は登山の伝統校であり（かつてインターハイにはとりわけ女子が何度も出場し，福永監督時代の平成5年栃木大会では優勝もしている），部員たちの士気も高く，登山部活動をするうえではこの上ない学校であった。前年にはライバルのノートルダム清心に敗れてインターハイ出場を果たせなかった女子部員たちは雪辱の念に燃えており，おかげで平成13年から3年連続でインターハイに出場することができた（熊本大会，茨城大会，長崎大会）。私にとって15年振りのインターハイ出場であった熊本大会は，不運なことに大会前日の食べ物で選手の1人が食あたりを起こし，結果32位という成績にとどまったが，大会参加自体は満足のいくものだった。翌年の茨城大会では，前年の鬱憤を晴らすべく選手たち（4人のうちの3人は前年と同メンバー）はさらにレベルアップを図り，とりわけ体力面ではかなり強力なチームであった。ところが大会本番では運営のまずさもあり，体力が十分に審査されず，結果7位で惜しくも入賞を逃すという不本意な大会であった。続く長崎大会は，前年と同メンバーは1人のみで，しかも残り3人のうち2人は1年生であったので，さしたる期待もなかったせいか，12位という意外な好成績に満足した。以後もインターハイ出場を目指しはしたが，平成16年は県総体で清心に敗れ，平成17・18年は福永監督率いる新興の賀茂高校に敗れてしまった。平成14年からは国体の少年種別でも踏査に代わってクライミング（リード）種目が導入されていたのであるが，ボルダリング壁が設置されていた高陽高校ではクライミングにも取り組む選手がいて，国体出場も目指していた。しかし残念ながら，山口県・鳥取県など中国ブロックのレベルは高く，ブロック予選を勝ち抜くことはできなかった。
７　現勤務校（安芸高校）での登山部指導

（１）平成19～20年度

現在の勤務校である安芸高校に異動となった時，安芸高校にも登山部があると喜んだのだが，実は私が転勤してきた年に廃部となってしまっていた。2年間，私は陸上部の顧問となって登山部顧問ではなくなった。専門部委員長も，私と同時に五日市高校に異動となった福永先生に代わってもらった。平成17年の秋から務めていた全国登山専門部の中国地区常任委員としての任期が平成19年夏のインターハイ（佐賀大会）までであったため，そこまでは全国や県の登山部に関わり，佐賀大会では女子隊の審査員チーフも務めたが，折しも父親が白血病で入退院を繰り返していたこともあり，しばらく登山部活動からは遠ざかることとなった。ところがその父親も翌年の9月に亡くなり，その翌月たまたま，全国専門部の役員（西地区代表の副部長）を務めていた島根県錦織先生が任期1年を残して事情により役員を続けられなくなったということで私のところにピンチヒッターの依頼が来た。父親が亡くなり，また登山部の活動からも遠ざかっていて，幾分鬱々とした日々を送っていた私であったが，これも何かの縁と思いお引き受けすることにした。そうして校内でも登山部活動を再開しようと試みた。授業を受け持っていた1年生に声を掛けてみると，2名の男子が愛好会の設立に参加してくれた。早速11月の広島地区新人大会（府中町水分峡～呉娑々宇山）に引率し，続けて新年宮島弥山登山，1月の校内テント泊＋呉娑々宇山～広島市森林公園，2月の県新人大会（比婆山），鉾取山登山＋クライミングジムCEROでの体験，3月の白木山登山，春合宿（大佐山登山＋鏡ヶ成クロスカントリースキー）と活動を続けていった。
（２）平成21年度

その間，2年生男子部員が1名加わり，4月には新入生男子が4名入会し，4月下旬の地区大会（恐羅漢山一帯）に続けて，6月には新生安芸高校登山同好会初の競技会となる県総体（大佐山）にも参加した。大会成績は58.2点で男子出場7校中の最下位ではあった（体力点に限ればトップ30点満点に対して17.1点の得点で4位であった）が，ともかくもクラブとしての形は整ってきた。ところが，安芸高校は新入生全員がどこかのクラブに所属するという決まりで，新入部員の意識はあまり高くなく，また上級生部員の中には不登校傾向の生徒もいて，クラブの活動はあまり活発とはならず，この年は夏合宿未実施，9月の県大会（中国大会予選）にも不参加であった。なんとか競技のない11月地区新人大会（三倉岳人工壁でのクライミング講習および三倉岳登山），2月県新人大会（比婆山での雪山講習会）に参加しただけであった。
（３）平成22年度

4月，登山専門部の部長であった林先生が安芸高校の校長として赴任して来られた。林先生の手前，無様なさまは見せられないと私も少々発奮した。例年の4月下旬の地区大会（恐羅漢山・十方山）に生徒を引率した際，部員たちが修道高校のＡ隊メンバーと遜色なく歩くのを見て，意外と体力があると感じた。これは鍛えれば面白そうだと思い，学校の裏山で定期的にトレーニングを積んだほか，6月の県総体コース（三原市鉢ヶ峰・竜王山）の下見や天気図練習など準備を入念に行った。結果は修道・広島学院に次いで第3位，佐伯高校最後の年に体験したのと同じ快挙だった。続けて9月の県大会（中国大会予選）で4位と，中国大会出場権を獲得。10月の中国大会（鳥取県大山）に向けても入念に準備を進めていたが，不運なことに主力選手であった3年生が大会前日の下校中に交通事故に遭い，大会には出場できなくなり，やむなく残り3名での出場となった。中国高校登山大会ではインターハイと異なり3名チームの出場も認められているが，体力点が4分の3になるため，大きなハンディは否めなかった。中国大会での成績は72.0点で，男子Ｃ隊出場16校中の11位。なおこの年，安芸高校から初めての夏山合同合宿（南アルプス北岳ほか）参加者が出たし，冬休み・春休みにはそれぞれ1泊・2泊の雪山合宿（冬：三瓶山，春：芸北山地）を実施したりと，活発な活動を続け，年間山行日数も学校裏山を除いて50日を数えるなど，精力的な活動を行った。4月当初からの新入部員は0であったが，秋には2名の1年生男子が入部した。
（４）平成23年度

前年の活躍を継続すべく取り組んだが，競技においては順位を下げた（6月県総体5位，9月中国大会県予選6位）。前年に続いて中国大会（広島県宮島）にも出場したが，男子29校中の23位であった（73.5点）。県大会で徐々に順位を下げたのは，他校が頑張っている中で本校が力を落としたからである。県総体の成績でみると，まず体力が下がった。体力点は前年が19.1点で3位だったのに対して，この年は，コースの標高差が大きく差がつきやすいコースではあったが，9.7点で6位だった。また，服装・装備が前年の9.3点に対して6.9点とミスが多かった。ただ，天気図だけは選手の1人がよく練習した甲斐あり，前年の1.7点に対して3.6点であった。総得点は前年の75.2点に対して63.9点。なお，この年，クライミングを専門に活動する1年生女子1名が入部し，ミニ国体（6月・岡山県）や中国高校クライミング大会（7月・山口県）などに参加した。クラブとしての一般登山を含めての活動は，前年ほどではなかったが，年間山行日数は40日ほどで，沢登りや夏山縦走，雪山の活動も積極的に行った。
（５）平成24年度

部員は3年生男子2名，2年生男子3名（9月の中国大会県予選前に1名，10月の中国大会前にまた1名入部），女子1名，1年生女子2名となり，男子は引き続きチーム（4名）が組める人数ではあったが，年度当初，活動に積極的な男子部員が3名（3年生2名・2年生1名）しかおらず，この年の県総体は3名のＢ隊チームでの出場であった。ちなみに県総体の成績は66.0点でＡ隊の6位相当であった。項目別にみれば体力が16.5点で3・4位相当はまずまずながら，7点満点の読図がわずかに１点，また，天気図を書ける部員がおらず（前年の選手は卒業），0.2点であった。中国大会県予選は，3年生は受験を控えて実質引退であったので，新たに入部した1名を加えて2年生だけでチームを組んだが，やはり3名のＢ隊での出場であった。ただ，Ａ隊の出場校が5校であったため，Ｂ隊ながら安芸高校も中国大会（岡山県蒜山）への出場権を獲得した。中国大会までに2年生男子もう1名を勧誘し，また受験を控えていた3年生1名にも出場してもらい，なんとか4名のハンディのないチームで大会に臨むことができた。結果は80.9点で男子27チーム中22位だった（広島県出場校6チーム中では4番目）。やはり読図・天気図，また，知識テスト（山域事前研究・救急法・気象）の得点が低く（17点中4.3点），上位に食い込むことはできなかった。競技以外では前年に引き続いて鳥取県大山での夏合宿や日帰りでの雪山登山（深入山）を実施し，沢登り講習会（赤ナメラ谷）や2月の県新人大会（比婆山）にも参加したが，夏合宿の規模は1泊2日と小さくなり，全般に活動はやや低調だった。年間山行日数もクライミングを除くと20日少々だった。
（６）平成25年度

新入部員は1年生女子1名（クライミング専門）と2年生男子1名（情報商業研究会が主クラブで登山部は第2クラブ）のみで，男子も3人チームさえ組むことができず，残念ながらこの年は県総体・中国大会県予選とも不参加であった。わずかにクライミングを専門とする1年生および3年生の女子が，12月の全国高校クライミング選手権に出場するなどの活躍を見せてくれただけだった（全国選手権では1年生の選手が準決勝まで進出し76名中15位，3年生の選手は58位。2名の順位合計で争う学校対抗では22校中7位と惜しくも入賞一歩手前）。競技以外の活動は残念ながら夏合宿は未実施で，沢登り講習会にも不参加であった。ただ，冬休みに日帰りで三瓶山麓でのクロスカントリースキー体験を実施し，2月の県新人大会（もみのき森林公園）に男子2名を引率した。クライミングを除いた年間山行日数は5日と，極端に少なくなった。
（７）平成26年度

前年度の活動低調と部員勧誘の失敗を私も大いに反省し，今年の新入生へのクラブ紹介では顧問自ら宣伝し，部員勧誘に努めた。結果，5名の1年生男子と1名の1年生女子（クライミング希望）が入部した。県総体には1年生のみの4名でチームを作り出場した。選手の1名が1日目最終ゴール前で足首を捻挫し2日目スタート早々にリタイアしたため，得点は52.3点の参考点扱いとなったが，体力的にはまずまずで，1日目終了時点では出場11校中6位につけており，今後に期待を持たせるものだった（課題はやはり読図・天気図・登山知識など）。2年振りに沢登り講習会（赤ナメラ谷）に１年生男子が2名参加，また，夏山合同合宿（北アルプス立山一帯）にも同じ2名が安芸高校として4年振りに参加した。9月の中国大会県予選にはやはり1年生男子4名で出場し，出場8校中なんとか6位に入賞して中国大会（島根県三瓶山）への出場権を得た。山行日数も現在（9/25）まで18日と，以前の活発な頃に戻っている。中国大会では弱点を克服し，できるだけ上位に入りたいものだ。
８　登山部で競技力を高めるために大切なこと，そして登山部員に望むこと
以上，私の登山部指導歴を振り返りつつ，登山競技にいかに取り組んできたかを述べてきたが，登山の競技力を高めるために大切だと思われることを，他校の状況も踏まえつつ，紙数の都合上，項目のみ列挙してみると，①登山競技に関する哲学と部員たちへの啓発，②部員の勧誘・確保，③登山に対する顧問そして部員たち自身の熱意・情熱，ということになろうか。
指導歴で述べてきたように，私自身，自校登山部の競技力を高めることに必ずしも成功したわけではない。むしろ残念なことのほうが多かったとも言える。特に男子は，毎年のようにインターハイで好成績を収める広島学院・修道の壁は厚く，両校を破ってインターハイに出場することはできなかったし，インターハイに出場できた女子も入賞は果たせなかった。ただ，競技に積極的に関わり，競技での好成績を目指して登山部員を指導してきたことに悔いはない。そして望むらくは，部員たちが競技で好成績を残すとともに，今後の人生において登山そのものに情熱を傾けてくれれば，言うことはない。
